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１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

平成20年８月８日に提出いたしました第101期第１四半期（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30

日）四半期報告書の記載事項の一部に誤りがありましたので、これを訂正するため四半期報告書の訂正報

告書を提出するものであります。

なお、四半期連結財務諸表の記載内容にかかる訂正箇所についてはＸＢＲＬの修正を行いましたので併

せて修正後のＸＢＲＬ形式のデータ一式（表示情報ファイルを含む）を関連書類として提出いたします。

　

２ 【訂正事項】

第一部　企業情報

第１　企業の概況

１　主要な経営指標等の推移

第２　事業の状況

３　財政状態及び経営成績の分析

第５　経理の状況

１　四半期連結財務諸表

（1）四半期連結貸借対照表

（2）四半期連結損益計算書

（3）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

追加情報

注記事項

四半期連結貸借対照表関係

１株当たり情報

　

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。
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第一部　【企業情報】

第１　【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

（訂正前）

回次
第101期

第１四半期連結累計(会計)期間
第100期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日

自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日

売上高 (百万円) 4,138 16,644

経常利益 (百万円) 685 2,332

四半期(当期)純利益 (百万円) 162 1,156

純資産額 (百万円) 43,607 42,906

総資産額 (百万円) 47,808 47,375

１株当たり純資産額 (円) 1,519.66 1,493.49

１株当たり四半期(当期)
純利益

(円) 5.67 40.19

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ─ 40.17

自己資本比率 (％) 91.2 90.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 157 3,331

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 83 △ 1,797

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △ 323 △ 612

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 3,779 3,897

従業員数 (名) 760 752

（注）〈略〉
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（訂正後）

回次
第101期

第１四半期連結累計(会計)期間
第100期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日

自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日

売上高 (百万円) 4,138 16,644

経常利益 (百万円) 726 2,332

四半期(当期)純利益 (百万円) 186 1,156

純資産額 (百万円) 43,631 42,906

総資産額 (百万円) 47,849 47,375

１株当たり純資産額 (円) 1,520.49 1,493.49

１株当たり四半期(当期)
純利益

(円) 6.50 40.19

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ─ 40.17

自己資本比率 (％) 91.2 90.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 157 3,331

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 83 △ 1,797

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △ 323 △ 612

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 3,779 3,897

従業員数 (名) 760 752

（注）〈略〉
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第２　【事業の状況】

３【財政状態及び経営成績の分析】

（１）経営成績の分析

（訂正前）

当第１四半期連結会計期間の売上高は、41億3千8百万円となりました。売上高を製品別に見てみます

と、減速機につきましては、国内売上においては国内景気の減速傾向が強まる中、設備投資が若干弱含

みとなり減少したものの、海外売上においてはアジア、米国市場向けが増加し、全体として27億4百万円

となりました。歯車につきましては、国内売上においては自動車業界、ロボット業界、工作機械業界等へ

の積極的な受注活動により受注が増加し、海外売上においては北米市場向け歯車（電動工具用）にス

ポット受注が入ったこともあり、全体として13億7千9百万円となりました。

利益面におきましては、原材料価格の値上がり、税制変更による減価償却費の増加等があったものの

、売上高の増加等により、営業利益は4億7千8百万円となりました。また、経常利益は円安による為替差

益の発生等により6億8千5百万円となりました。四半期純利益は、投資有価証券評価損の発生及び繰延

税金資産の回収可能性の見直しによる法人税等調整額の増加等により1億6千2百万円となりました。

　

（訂正後）

当第１四半期連結会計期間の売上高は、41億3千8百万円となりました。売上高を製品別に見てみます

と、減速機につきましては、国内売上においては国内景気の減速傾向が強まる中、設備投資が若干弱含

みとなり減少したものの、海外売上においてはアジア、米国市場向けが増加し、全体として27億4百万円

となりました。歯車につきましては、国内売上においては自動車業界、ロボット業界、工作機械業界等へ

の積極的な受注活動により受注が増加し、海外売上においては北米市場向け歯車（電動工具用）にス

ポット受注が入ったこともあり、全体として13億7千9百万円となりました。

利益面におきましては、原材料価格の値上がりがあったものの、売上高の増加等により、営業利益は5

億2千万円となりました。また、経常利益は円安による為替差益の発生等により7億2千6百万円となりま

した。四半期純利益は、投資有価証券評価損の発生及び繰延税金資産の回収可能性の見直しによる法人

税等調整額の増加等により1億8千6百万円となりました。

（２）財政状態の分析

（訂正前）

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて2.2％増加し、153億1千6百万円となりました。これは、有価

証券が2億9千9百万円、たな卸資産が4千6百万円増加したことなどによります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて0.3％増加し、324億9千1百万円となりました。これは、有形

固定資産が1億6千4百万円減少しましたが、投資有価証券が2億7千万円増加したことなどによりま

す。
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（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて30.0％減少し、21億5千8百万円となりました。これは、賞与

引当金が2億7千万円増加したものの、未払費用が5億9千1百万円、未払法人税等が2億3千6百万円、設

備支払手形が3億5千9百万円それぞれ減少したことなどによります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて47.4％増加し、20億4千1百万円となりました。これは、有価

証券時価評価に伴う繰延税金負債が7億8千1百万円増加したことなどによります。

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて1.6％増加し、436億7百万円となりました。これは、主と

して有価証券評価差額金が8億9千2百万円増加したことなどによります。

　

（訂正後）

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて2.1％増加し、152億9千5百万円となりました。これは、有価

証券が2億9千9百万円、たな卸資産が2千5百万円増加したことなどによります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて0.5％増加し、325億5千3百万円となりました。これは、有形

固定資産が1億2百万円減少しましたが、投資有価証券が2億7千万円増加したことなどによります。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて29.4％減少し、21億7千6百万円となりました。これは、賞与

引当金が2億7千万円増加したものの、未払費用が5億9千1百万円、未払法人税等が2億1千9百万円、設

備支払手形が3億5千9百万円それぞれ減少したことなどによります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて47.4％増加し、20億4千1百万円となりました。これは、有価

証券時価評価に伴う繰延税金負債が7億8千1百万円増加したことなどによります。

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて1.7％増加し、436億3千1百万円となりました。これは、主

として有価証券評価差額金が8億9千2百万円増加したことなどによります。

（３）キャッシュ・フローの状況

（訂正前）

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の四半期末残高は37億7千9百万円となりま

した。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、1億5千7百万円の現金及び現金同等物の増加となりました。

その主な内訳は、税金等調整前四半期純利益5億6千7百万円、減価償却費4億7千5百万円が増加要因であ

り、減少要因は法人税等の支払額4億2千3百万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、8千3百万円の現金及び現金同等物の増加となりました。その

主な内訳は、有価証券の売却による収入3億9千9百万円、投資有価証券の売却による収入3億円が増加要

因であり、減少要因として、有形固定資産の取得による支出6億1千万円がありました。
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（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、3億2千3百万円の現金及び現金同等物の減少となりました。

その主な内訳は、配当金の支払額2億8千7百万円、自己株式の取得による支出3千6百万円であります。

　

（訂正後）

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の四半期末残高は37億7千9百万円となりま

した。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、1億5千7百万円の現金及び現金同等物の増加となりました。

その主な内訳は、税金等調整前四半期純利益6億9百万円、減価償却費4億1千3百万円が増加要因であり、

減少要因は法人税等の支払額4億2千3百万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、8千3百万円の現金及び現金同等物の増加となりました。その

主な内訳は、有価証券の売却による収入3億9千9百万円、投資有価証券の売却による収入3億円が増加要

因であり、減少要因として、有形固定資産の取得による支出6億1千万円がありました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、3億2千3百万円の現金及び現金同等物の減少となりました。

その主な内訳は、配当金の支払額2億8千7百万円、自己株式の取得による支出3千6百万円であります。
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第５　【経理の状況】
１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

（訂正前）

（単位：百万円）

当第1四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産 

現金及び預金 304 318

受取手形及び売掛金 4,844 4,889

有価証券 7,801 7,501

製品 257 286

仕掛品 1,592 1,523

原材料及び貯蔵品 316 309

その他 206 160

貸倒引当金 △5 △6

流動資産合計 15,316 14,984

固定資産

有形固定資産

機械装置及び運搬具（純額） 5,277 5,462

その他 7,729 7,707

有形固定資産合計 ※ 13,006 ※ 13,170

無形固定資産 47 52

投資その他の資産

投資有価証券 16,737 16,467

その他 2,711 2,712

貸倒引当金 △12 △12

投資その他の資産合計 19,437 19,168

固定資産合計 32,491 32,391

資産合計 47,808 47,375

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,020 1,150

未払法人税等 200 437

賞与引当金 270 －

その他 667 1,496

流動負債合計 2,158 3,083

固定負債

退職給付引当金 794 916

役員退職慰労引当金 167 169

繰延税金負債 1,078 297

その他 1 1

固定負債合計 2,041 1,384

負債合計 4,200 4,468
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（単位：百万円）

当第1四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,475 3,475

資本剰余金 2,657 2,657

利益剰余金 37,913 38,038

自己株式 △2,831 △2,795

株主資本合計 41,215 41,375

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 2,429 1,536

為替換算調整勘定 △36 △5

評価・換算差額等合計 2,392 1,530

純資産合計 43,607 42,906

負債純資産合計 47,808 47,375
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（訂正後）

（単位：百万円）

当第1四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 304 318

受取手形及び売掛金 4,844 4,889

有価証券 7,801 7,501

製品 255 286

仕掛品 1,573 1,523

原材料及び貯蔵品 316 309

その他 206 160

貸倒引当金 △5 △6

流動資産合計 15,295 14,984

固定資産

有形固定資産

機械装置及び運搬具（純額） 5,339 5,462

その他 7,729 7,707

有形固定資産合計 ※ 13,068 ※ 13,170

無形固定資産 47 52

投資その他の資産

投資有価証券 16,737 16,467

その他 2,711 2,712

貸倒引当金 △12 △12

投資その他の資産合計 19,437 19,168

固定資産合計 32,553 32,391

資産合計 47,849 47,375

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,020 1,150

未払法人税等 217 437

賞与引当金 270 －

その他 667 1,496

流動負債合計 2,176 3,083

固定負債

退職給付引当金 794 916

役員退職慰労引当金 167 169

繰延税金負債 1,078 297

その他 1 1

固定負債合計 2,041 1,384

負債合計 4,217 4,468
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（単位：百万円）

当第1四半期連結会計期間末 
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,475 3,475

資本剰余金 2,657 2,657

利益剰余金 37,937 38,038

自己株式 △2,831 △2,795

株主資本合計 41,238 41,375

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 2,429 1,536

為替換算調整勘定 △36 △5

評価・換算差額等合計 2,392 1,530

純資産合計 43,631 42,906

負債純資産合計 47,849 47,375
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（２）【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

（訂正前）

（単位：百万円）

当第1四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
至 平成20年６月30日)

売上高 4,138

売上原価 2,937

売上総利益 1,200

販売費及び一般管理費

従業員給料 162

賞与引当金繰入額 70

その他 488

販売費及び一般管理費合計 721

営業利益 478

営業外収益

受取利息 45

受取配当金 39

為替差益 50

物品売却益 46

その他 39

営業外収益合計 221

営業外費用

支払利息 0

売上割引 14

その他 0

営業外費用合計 15

経常利益 685

特別利益

貸倒引当金戻入額 0

特別利益合計 0

特別損失

投資有価証券評価損 116

その他 1

特別損失合計 117

税金等調整前四半期純利益 567

法人税、住民税及び事業税 214

法人税等調整額 190

法人税等合計 404

四半期純利益 162
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（訂正後）

（単位：百万円）

当第1四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
至 平成20年６月30日)

売上高 4,138

売上原価 2,902

売上総利益 1,235

販売費及び一般管理費

従業員給料 162

賞与引当金繰入額 70

その他 482

販売費及び一般管理費合計 715

営業利益 520

営業外収益

受取利息 45

受取配当金 39

為替差益 50

物品売却益 46

その他 39

営業外収益合計 221

営業外費用

支払利息 0

売上割引 14

その他 0

営業外費用合計 15

経常利益 726

特別利益

貸倒引当金戻入額 0

特別利益合計 0

特別損失

投資有価証券評価損 116

その他 1

特別損失合計 117

税金等調整前四半期純利益 609

法人税、住民税及び事業税 231

法人税等調整額 190

法人税等合計 422

四半期純利益 186
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

（訂正前）

（単位：百万円）

当第1四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日 
至 平成20年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 567

減価償却費 475

退職給付引当金の増減額（△は減少） △122

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0

受取利息及び受取配当金 △84

支払利息 0

固定資産除却損 1

投資有価証券評価損益（△は益） 116

売上債権の増減額（△は増加） 12

たな卸資産の増減額（△は増加） △61

仕入債務の増減額（△は減少） △77

その他 △276

小計 549

利息及び配当金の受取額 47

利息の支払額 △15

法人税等の支払額 △423

営業活動によるキャッシュ・フロー 157

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の売却による収入 399

有形固定資産の取得による支出 △610

無形固定資産の取得による支出 0

投資有価証券の取得による支出 △7

投資有価証券の売却による収入 300

貸付金の回収による収入 1

投資活動によるキャッシュ・フロー 83

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の売却による収入 0

自己株式の取得による支出 △36

配当金の支払額 △287

財務活動によるキャッシュ・フロー △323

現金及び現金同等物に係る換算差額 △35

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △118

現金及び現金同等物の期首残高 3,897

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 3,779
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（訂正後）

（単位：百万円）

当第1四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
至 平成20年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー 

税金等調整前四半期純利益 609

減価償却費 413

退職給付引当金の増減額（△は減少） △122

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0

受取利息及び受取配当金 △84

支払利息 0

固定資産除却損 1

投資有価証券評価損益（△は益） 116

売上債権の増減額（△は増加） 12

たな卸資産の増減額（△は増加） △41

仕入債務の増減額（△は減少） △77

その他 △276

小計 549

利息及び配当金の受取額 47

利息の支払額 △15

法人税等の支払額 △423

営業活動によるキャッシュ・フロー 157

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の売却による収入 399

有形固定資産の取得による支出 △610

無形固定資産の取得による支出 0

投資有価証券の取得による支出 △7

投資有価証券の売却による収入 300

貸付金の回収による収入 1

投資活動によるキャッシュ・フロー 83

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の売却による収入 0

自己株式の取得による支出 △36

配当金の支払額 △287

財務活動によるキャッシュ・フロー △323

現金及び現金同等物に係る換算差額 △35

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △118

現金及び現金同等物の期首残高 3,897

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 3,779
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【追加情報】

（訂正前）

当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日  至　平成20年６月30日)

１.有形固定資産の耐用年数の変更

法人税法の改正を契機として資産の利用状況等を見直した結果、有形固定資産の機械装置については、耐用年

数を変更しております。

これにより減価償却費は26百万円増加し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は、それぞれ17

百万円減少しております。

　

（訂正後）

当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日  至　平成20年６月30日)

１.有形固定資産の耐用年数の変更

法人税法の改正を契機として資産の利用状況等を見直した結果、有形固定資産の機械装置については、耐用年

数を変更しております。

これにより減価償却費は35百万円減少し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は、それぞれ24

百万円増加しております。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

（訂正前）

当第１四半期連結会計期間末 
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末 
(平成20年３月31日)

※　有形固定資産の減価償却累計額は、30,576百万円であ

ります。

※　有形固定資産の減価償却累計額は、30,130百万円であ

ります。

　

（訂正後）

当第１四半期連結会計期間末 
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末 
(平成20年３月31日)

※　有形固定資産の減価償却累計額は、30,514百万円であ

ります。

※　有形固定資産の減価償却累計額は、30,130百万円であ

ります。
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（１株当たり情報）

１　１株当たり純資産額

（訂正前）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

1,519.66円 1,493.49円

　

（訂正後）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

1,520.49円 1,493.49円

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

（訂正前）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

１株当たり四半期純利益 5.67円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ─

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(百万円) 162

普通株主に帰属しない金額(百万円) ─

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 162

普通株式の期中平均株式数(千株) 2,977

　

（訂正後）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

１株当たり四半期純利益 6.50円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ─

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(百万円) 186

普通株主に帰属しない金額(百万円) ─

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 186

普通株式の期中平均株式数(千株) 28,717
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